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【
八
王
子
・
大
工
・
髙
橋
俊
光

通
信
員
】
聚
林
山
興
福
寺
は
1
5

8
0
年
に
関
東
十
八
代
官
の
一

人
、
雨
宮
勘
兵
衛
の
祖
で
あ
る
雨

宮
秀
徳
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し

た
。
1
5
9
7
年
に
龍
鳳
寺
第
四

世
香
山
充
孫

大
和
尚
に
よ

っ
て
開
山
さ

れ
、
同
寺
の

末
寺
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
同

年
、
当
山
三

世
照
庵
本
州

大
和
尚
の
時

に
寺
領
（
6

7
6
4
坪
）

に
対
し
て
七

石
の
御
朱
印

を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
1

6
1
9
年
に

開
基
家
の
雨

宮
次
郎
右
衛
門
と
そ
の
妻
の
諡

（
お
く
り
な
）を
山
号
及
び
寺
院
名

と
し
、
聚
林
山
千
光
院
と
号
す
る

よ
う
に
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

ま
た
、
興
福
寺
は
関
東
十
八
代

官
の
一
人
で

あ
っ
た
設
楽

家
の
菩
提
寺

と
し
て
、
並

び
に
八
王
子

千
人
頭
で
あ

っ
た
河
野
・

中
村
両
家
の

墓
所
と
い
っ

た
郷
土
史
に

お
い
て
も
永

い
歴
史
あ
る

寺
院
で
す
。

境
内
に
あ

る
稲
荷
大
明

神
は
、
今
か
ら
2
0
0
年
以
上
前

に
興
福
寺
十
世
説
外
普
宣
大
和
尚

に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
祠

の
中
に
は
自
然
石
に
よ
る
御
神
体

が
一
対
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

時
、
八
王
子
村
で
は
悪
病
が
流
行

し
多
く
の
村
民
が
犠
牲
に
な
り
、

特
に
幼
児
が
多
か
っ
た
こ
と
が
当

山
の
過
去
帳
か
ら
も
察
せ
ら
れ
ま

す
。
稲
荷
大
明
神
は
、
病
災
駆
除
、

家
内
安
全
、
子
孫
繁
栄
、
万
物
繁

栄
、
諸
緑
吉
祥
を
祈
願
し
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
、
今
で
も
多
く
の

人
た
ち
に
篤
く
信
仰
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
大
き
な
し
だ
れ
桜
が
茂

る
参
道
を
進
む
と
、
簡
素
な
薬
医

門
が
現
れ
ま
す
。
徳
川
幕
府
草
創

期
に
活
躍
し
た
大
久
保
長
安
を
代

官
頭
と
す
る
関
東
十
八
代
官
の
一

人
、
設
楽
家
の
門
を
移
し
た
も
の

で
「
横
木
の
門
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
前
2
本
の
本
柱
上
に
水
平

に
架
し
た
横
木
は
、
独
特
の
光
沢

が
あ
り
、
太
く
て
立
木
の
中
央
に

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
薬
医

門
は
関
東
で
は
ひ
と
つ
し
か
見
ら

れ
な
い
建
造
物
と
い
う
こ
と
で
、

八
王
子
の
歴
史
探
索
の
名
所
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

名所「横木の門」。奥に見えるのが本堂

建
設
事
務

須
田
幸
子

今
か
ら
10
数
年
前
、
成
り
行
き

で
西
多
摩
支
部
の
主
婦
の
会
会
長

に
な
り
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
の

常
任
執
行
委
員
会
に
出
席
し
た
時

の
こ
と
。
私
の
発
言
で
、
担
当
書

記
か
ら
「
前
代
未
聞
で
す
よ
」
と

言
わ
れ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

あ
の
頃
、
西
多
摩
支
部
は
勢
い

も
あ
り
4
0
0
0
人
を
目
指
し
、

主
婦
の
会
も
組
織
の
20
％
を
目
標

に
ひ
た
す
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
土
建
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
福

生
七
夕
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
が
、
年
々
参
加
人
数
は
減
っ

て
い
ま
し
た
。
浴
衣
は
以
前
に
支

部
で
作
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
心

機
一
転
で
新
し
い
浴
衣
を
揃
え
た

い
と
提
案
し
た
の
で
す
。

支
部
で
は
予
算
案
も
通
り
、
主

婦
の
会
へ
の
援
助
金
も
頂
い
て
い

た
の
で
す
が
、
予
算
に
は
入
っ
て

い
な
い
事
で
、
あ
ま
り
突
拍
子
も

な
い
案
を
出
し
た
の
で
書
記
が
あ

わ
て
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も

こ
の
案
は
4
役
会
議
で
話
し
合
っ

た
提
案
で
し
た
。
シ
ー
ン
と
な
る

か
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
話

が
盛
り
上
が
り
、「
良
い
事
だ
よ
。

後
押
し
す
る
よ
」
と
な
り
、
役
員

か
ら
カ
ン
パ
も
始
ま
り
、
不
足
の

部
分
は
分
会
か
ら
の
協
力
も
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か

げ
様
で
白
地
に
和
傘
模
様
の
浴
衣

40
着
を
新
調
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
帯
代
は
な
か
っ
た
の
で
あ

と
で
主
婦
の
会
で
出
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
年
の
七
夕
の
当
日
、
多

摩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
と
き
、

そ
の
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
年
の
拡
大
も
成
功
し
て
8

0
0
人
達
成
の
お
祝
い
を
し
ま
し

た
。
長
年
続
い
て
き
た
ま
つ
り
へ

の
参
加
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
あ
の
時
の
感
動
と
自
信
は

今
で
も
私
に
と
っ
て
成
長
の
場
所

に
な
り
、
今
の
活
動
へ
の
強
い
意

志
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
西
多
摩
）

中
国
地
質
大
学
の
シ
ン
・
リ
ダ

准
教
授
が
、
中
国
の
四
川
省
で
昨

年
発
見
さ
れ
た
恐
竜
の
足
跡
化
石

に
エ
ウ
ブ
ロ
ン
テ
ス
・
ノ
ビ
タ
イ

と
命
名
し
て
話
題
に
な
っ
た
。
ノ

ビ
タ
イ
は
ア
ニ
メ「
ド
ラ
え
も
ん
」

の
主
人
公
の
ひ
と
り
、
の
び
太
に

因
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

中
国
で
発
見
さ
れ
た
恐
竜
に
日

本
の
ア
ニ
メ
と
い
う
取
り
合
わ

が
、
中
国
国
内
で
は
批
判
さ
れ
た

よ
う
だ
が
、
ア
ニ
メ
で
の
び
太
が

新
種
の
恐
竜
に
自
分
の
名
前
を
付

け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
の
び
太
の

願
い
を
叶
え
た
か
っ
た
と
い
う
の

が
シ
ン
・
リ
ダ
准
教
授
の
思
い
だ
。

今
後
ノ
ビ
タ
イ
の
レ
プ
リ
カ
が

「
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」で
展
示
さ
れ
る
と
い
う
。フ

ァ
ン
に
は
必
見
と
な
る
だ
ろ
う
。

元
祖
ブ
ラ
ッ
ク
労
働

1
9
7
3
年
に
発
売
し
た

『
個
人
授
業
』
が
1
0
0
万
枚

を
超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、

一
世
を
風
靡
し
た
兄
弟
グ
ル
ー

プ
の
フ
ィ
ン
ガ
ー
5
。
四
男
・

晃
の
パ
ワ
フ
ル
な
ハ
イ
ト
ー
ン

ボ
イ
ス
が
受
け
て
、
何
年
も
超

多
忙
な
日
々
が
続
い
た
。

ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
晃
も
、

深
夜
ま
で
働
く
の
は
日
常
茶
飯

事
。
何
回
も
過
労
で
倒
れ
て
救

急
車
で
運
ば
れ
た
。
そ
の
こ
と

が
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら

れ
、政
治
家
の
耳
に
も
入
り
、国

会
で
も
議
論
さ
れ
、
児
童
福
祉

法
が
厳
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

5
月
に
横
浜
市
で
、
ア
パ
ー

ト
の
一
室
か
ら
ア
ミ
メ
ニ
シ
キ

ヘ
ビ
が
逃
げ
出
し
大
騒
動
に
。

17
日
間
の
大
捜
索
の
末
、
天
井

裏
に
潜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
無

事
確
保
し
一
件
落
着
、
と
思
い

き
や
翌
月
に
は
浜
松
市
の
集
合

住
宅
ベ
ラ
ン
ダ
で
ま
た
も
や
ニ

シ
キ
ヘ
ビ
が
見
つ
か
る
騒
動
が

起
き
た
。
実
は
も
っ

と
ヤ
バ
い
危
険
生
物

の
飼
育
も
増
え
て
い

る
と
い
う
。
毒
ヘ

ビ
、
ワ
ニ
ガ
メ
、
サ

ー
バ
ル
キ
ャ
ッ
ト
…

過
去
に
は
ト
ラ
が
逃

げ
た
事
件
も
あ
っ
た

ら
し
い
。
飼
い
主
の

飼
い
方
が
問
わ
れ
て

い
る
。

2
0
1
8
年
公
開

『
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・

ワ
ー
ル
ド
／
炎
の
王

国
』
は
、
前
作
で
島

に
置
き
去
り
に
さ
れ

た
恐
竜
た
ち
の
管
理

責
任
が
問
わ
れ
た
作
品
。『
ジ
ュ

ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
』
か
ら
四

半
世
紀
を
経
て
発
表
さ
れ
た
、

シ
リ
ー
ズ
5
作
目
に
あ
た
る
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
恐
竜
イ
ン
ド

ミ
ナ
ス
・
レ
ッ
ク
ス
と
Ｔ
―
Ｒ

Ｅ
Ｘ
の
激
闘
で
崩
壊
し
た
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・

ワ
ー
ル
ド
」が
あ
る
イ
ス
ラ
・
ヌ

ブ
ラ
ル
島
。
そ
の
火
山
に
大
噴

火
の
予
兆
が
表
れ
、
人
間
た
ち

は
恐
竜
た
ち
を
見
殺
し
に
す
る

か
、
危
険
を
冒
し
て
救
い
出
す

か
の
判
断
を
迫
ら
れ

て
い
た
。
そ
ん
な
な

か
、
恐
竜
行
動
学
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
オ

ー
ウ
ェ
ン
（
ク
リ
ス

・
プ
ラ
ッ
ト
）は
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
元
運
営

責
任
者
ク
レ
ア
（
ブ

ラ
イ
ス
・
ダ
ラ
ス
・

ハ
ワ
ー
ド
）
と
、
恐

竜
た
ち
を
救
う
べ
く

島
へ
向
か
う
が
…
。

シ
リ
ー
ズ
で
最

も
、
科
学
が
生
命
を

操
る
功
罪
へ
の
哲
学

的
考
察
を
深
め
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
巷
で
起
き
て
い
る
�
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
人
工
説
�

論
争
な
ど
、
そ
の
真
偽
は
さ
て

お
い
て
も
ワ
ク
チ
ン
、
食
品
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
遺
伝
子
組

換
え
技
術
が
進
め
ら
れ
て
い
る

の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
。
窓
か

ら
覗
く
巨
大
恐
竜
と
目
が
合
っ

て
腰
を
抜
か
す
日
は
、
そ
う
遠

く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

42
京王高尾線
狭 間 駅
徒 歩 ８ 分

聚
林
山

興
福
寺

聚
林
山

興
福
寺

浴
衣
を
４０
着
新
調
し

潜って歴史探索へ
関東唯一の「横木の門」

ま
つ
り
成
功
で
得
た
自
信

置き去りの恐竜たちを救えるのか

Ｊ．Ａ．
バヨナ

監
督

ジュラシック・
ワールド／炎の王国
ジュラシック・
ワールド／炎の王国

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
１０４０
）


